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本稿は､沖縄の若者が地元や就労世界において構築する沖縄的共同性を分析し､も

って現代社会の排除の一端を描くものである｡本稿の主な対象は､中学や高校を離脱し、

不安定な就労環境にあるヤンキー(暴走族を含む)である｡ヤンキーとは､地元に生活拠

点をおき､そこで仲間とさまざまな資源を直接に共有していることに特徴がある下層若

者である。そのヤンキーの文化や実践のなかでも､特にシゴキをともなう社会化の分析

を行った｡その分析のためには､ネオリベラリズム(ネオリベ)を分析概念として設定し、

議論を展開した｡例えばエイサー青年会では､ネオリベによるローカル性の排除によっ

て､社会化が機能しなくなり､建築現場では各労働者力咽別化され､共同性力辮体され

つつあることをみた｡その結果､共同体の新参者を育てあげる社会化としてのシゴキは、

ただ排除するためのリンチへと変化しつつあった｡ネオリベは経済的搾取を強力に進め

るが､それはヤンキーの共同性をも侵食するし､またそのような周辺にある若者から侵

食していく。また､搾取､排除と反抗がせめぎあう共同性を詳細に分析することで､ネオ

リベがヤンキーを代替可能な労働力として､搾取､排除するのに対し､ヤンキーの共同体

やそこでの実践は､偶然性と非合理性を生み出すことで､代替不可能な仲間を再生産し

ていることを指摘した｡最終的には､これらの議論が日本(人)にとっていかなる意味を

持つのかを論じた。

キーワード：ヤンキー､沖縄､ネオリベラリズム

1問題提起

本稿は､沖縄の若者力弛元')や就労世界において構築する<(沖縄的)共同性>を分析し､もっ

て現代社会の排除の一端を描くものである｡本稿の主役は､沖縄の中学や高校を｢離脱」し､不

安定な就労環境にあるヤンキー(後述)である。タイトルの｢仕事ないし､沖縄嫌い､人も嫌い」

は､あるヤンキー少年力語った言葉である｡沖縄は､多くの慢性的な失業者を抱えてきた。しか

し彼．彼女らの存在は､厳しい境遇を｢なんくるないさ－(なんとかなるよ)」と考え､乗り越え
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ようとする沖縄人2)の生活観や､苦難を共同で解決するネットワークゆえに､社会問題として扱

われることはまれであった｡谷富夫は､沖縄的なつながりを､おおらかな金銭・時間感覚､｢人情」

溢れる対人関係､精神的豊穣と経済的貧困等々力覗渚するゲマインシヤフト的第一次関係と

特徴づけた[谷1989：297]・たしかに沖縄には日本とは異なる固有の文化がある｡たとえば地

域の共同性や､沖縄の外で暮らす人々の同郷ネットワークは､今日も強固である｡ただその強固

さは､彼．彼女らの厳しい生活がよぎなくしたものでもあった｡そこに､沖縄人の生活態度の強

かさを読むことができる。しかしながら､桃原一彦は､日本人研究者が植民地社会の労働の世界

を｢隙間産業の創出」と解釈することを批判した[桃原2007：298-300]・たしかに､沖縄的共同

性を｢強かさ」としてのみ解釈することは誤りである｡沖縄的共同性は､つねに相互の扶助とし

て機能するとはかぎらず､時として相互の排除を伴うものでもある｡｢仕事ないし､沖縄嫌い､人

も嫌い」と嘆いた少年は､学校と就労世界から排除され､最後の拠り所となってきた地元の共同

体からも排除された少年であった｡沖縄のヤンキーたちには､｢なんくるならない｣現実がある。

少年は､その現実の只中でこの言葉を吐いている｡彼が､沖縄を､そして地元の人々とのつなが

りまでをも嫌いになっていった背景には､なにがあるのだろうか｡そこで本稿では沖縄的共同性

を､谷力詣摘するような強固でゆたかなつながりとしてのみ着目するのではなく､桃原力詣摘し、

またこの少年力語るような排他的な共同性が､日本(人)にとっていかなる意味を持っているの

かといった問いを考察していきたい。

本稿が沖縄をフィールドとする理由は､二つある｡一つ､日本は､今日なお沖縄と植民地主義

的な関係にある｡ゆえに､被植民地の位置にある沖縄から日本をみることで､日本の植民地主義

の意味を的確に把握するためである。搾取や排除は､まず周辺(植民地)で生じる｡ゆえに､日本

と沖縄の関係自体を射程に入れた上で､沖縄でどのような搾取や排除が生じているのかを記述

し､最終的にそれを日本の問題として考察していきたい｡二つ､本稿ｶﾐ搾取や排除､それらへの

反抗の実践を､沖縄的共同性を鍵概念として､その具体的な生活の場で分析を進めるためであ

る。なぜなら搾取や排除力溪施されるのも､またそれへの反抗力溪践されるのも､彼．彼女らの

共同体で起こっている事象だからである｡佐藤郁哉は､一連の暴走族の研究を行った[佐藤

1984,1985]｡P.Willisは､労働者階級の｢野郎ども｣の研究を行った[P.Willisl977=1996]。しか

しそのいずれも､暴走族や野郎どもによる社会変革の可能性について､あたかも彼ら力辮別な能

力や条件を持っているという前提のもとで議論している｡しかしながら､それは事実とは異なる。

彼．彼女らは､実際は､そのような特別な能力や条件をもつ人々ではないし､ゆえに､性々にし

て社会の表舞台に立つことはできない。とはいえ､彼．彼女らは､裏舞台である生活の場(共同

体)において､搾取や排除にさまざまなやり方で反抗している。ゆえに､搾取と排除､反抗のせめ

ぎあいを沖縄的共同性において､ミクロに分析することは､かわらず重要である｡本稿は､その一

つの試みとしてある。

今日､若者の就労環境は､沖縄だけでなく、日本でも厳しい｡若者の就労問題は､とくに都市

に突出している。しかし､都市で働くのは地方から出てきた若者である。なかでも沖縄は､戦後

ずっと日本に多くの労働力を供給してきた｡そのなかで､今日のネオリベラリズム(以下､ネオリ

ベ)は､沖縄のヤンキーの就労環境を変えつつある｡それはまた､日本(人)にとって重要な社会

的意味をもっている｡本稿は､こうした背景を念頭に､沖縄のヤンキーの就労環境と仲間集団に
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着目し､そのなかで､彼．彼女らがどう生き抜き､疲弊し､反抗しつつあるのかについて分析して

いく。

2調査方法

筆者は､沖縄をフィールドに､2007年6月から12月の間の計13週間にわたり調査を行った3)。

調査は､参与観察と聞き取りを中心に行った｡そこでは､少年・少女たちの活動に部分的に参

加し､計166名の暴走族やヤンキーの少年(少女だけの暴走族である「レデイース｣等の21名を

含む)から話を聞き､その内4グループの10名に対して集中インタビューを行った｡最初は､暴走

中の暴走族を原付バイクで追走し､コンビニなどで休憩している最中に話を聞いた｡ある程度

の信頼関係ができると､暴走行為､その合間の談笑､アジトでのバイクの改造の手伝い､検問の

有無を確かめる下準備､写真撮影などの活動に参加した｡調査では､参与観察に徹するために

録音機は使わず､活動や会話などを時々メモし､調査後により完全なフィールドノートの作成

をめざした。

3沖縄のヤンキー

調査で明らかになった沖縄のヤンキーとは､次のような若者たちである。

3．1学校・職場・ストリート

ヤンキーたちは､どうして学校で将来に役に立たないことを勉強する必要があるのかという

疑問を抱いている。また､学校や職場､ストリートで､どうして自分(たち)だけがいつも怒られる

のか､どうして自分(たち)だけ力警察に捕まるのかという不公平感を抱いている。

〔普段は何してるの〕家でぶらぶらするか､働いてる。〔学校行かなくて大丈夫なの〕義務教

育だから行かなくてもいいわけよ。〔どういうこと〕高校だったら卒業日数とかあるさ－｡け

ど中学はそんなことしなくても卒業できるさ－｡〔なるほど｡卒業したらどうするの〕働くよ。

そのために今から働いてるわけよ。(翔中学3年6月23日深夜､北谷町ホッパー前駐車場）

〔午前3時頃､アヤノがあくびをしていたので､明日の学校は遅刻するのではないかと声を

かける]12時半に学校行って､給食たべたら帰るから大丈夫｡〔給食のために学校いくの〕他

にすることないし．．。(アヤノ14歳10月16日深夜､宜野湾市内マツク前）

〔みんなで警察への不満を語っている場面で〕〔パトカーの〕ガラス割ってないのに､自分が

疑われた｡〔取調室で自分が〕やってないと2,3時間言い続けた｡ナンバーはどのバイクも隠し

ているので､特定できないのに､警察はバイクの色､型などで､自分を疑ってきた｡｢そんな言う

んだったら〔認めないのだったら〕､おまえ力漠犯人見つけれ｣っていわれた｡やってもないの

に､やったことになってた｡〔認めないのだったら〕3日間くらい､くびらそうね〔留置所にいさ
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せるぞ〕ってなる｡〔やってもないのに､こんなことになるのは〕ひきあわない〔つりあわない〕。

(良太16歳11月13日深夜､浦添市内ローソン前）

翔やアヤノにとって､学校は勉強をしに行くところではない｡翔には､学校に行くことより､卒

業後に働けるよう準備しておくことの方が大事である｡アヤノには､学校は給食を食べにいく程

度の価値しかない。学校は､彼．彼女たちの生活や将来にとって､ほとんど役に立たない。

良太は､警察に不信感を抱いている。多くのヤンキーが､彼と同様の経験をしている4)◎公道

での検問で､他の車両は素通りできても､彼．彼女らは免許証の提示を求められる｡車両違反

をしていない場合でも､そのように扱われる｡ヤンキーたちは､こうした経験を共有し､そこから、

社会への反抗的な意識を形成していく。

3．2就労環境

ヤンキーたちは､たいてい､中学を卒業して働くか､定時制高校に通学しながら働くか､高校

を中退して働いている｡彼．彼女ら力潮まで暴走したり､それを見物したりすることができるの

は､次の日に仕事がない場合が多いからである5)o暴走族や(見物するかたちで暴走行為を支え

る)ヤンキーは､不安定な就労や無職にある場合が多い｡また仕事をもつヤンキーも､苛酷な就

労条件のもとにある｡沖縄では､男性は建築作業などの肉体労働､女性は深夜のサービス業が、

おもな職種である｡沖縄の外で働く場合は､男女ともに季節労働(以下､キセツ6))が多い｡日本

で何度も就労経験のある健太(24歳)によると､日本での賃金は､建築関係の仕事で沖縄の2倍、

普通の仕事で1.5倍はあるという。この賃金格差が､若者たちの日本へのキセツを促している。

とはいえ､日本の職場に､沖縄の若者を適正に受け入れるような条件はない。

キセツは途中で帰るときは､給料不払い､飛行機代自腹はしょうがないですよ｡引き合わな

いけど､その覚悟で行ってますから．．。(健太9月3日深夜､国道58号線沿いの宜野湾市

内マック内駐車場）

〔来週からキセツに行くことが決まっていたので〕先に荷物を送って､行く準備もしてたか

ら､〔直前に仕事の〕条件が変わっても､仕方なしに行った｡(誠23歳8月30日深夜､北谷

市内ホットスパー前駐車場）

キセツは､なにかの事情で中途離脱すれば､賃金から諸経費(家賃､光熱費､飛行機代等)が差

し引かれる｡その結果､1ヶ月働いて15万円になるはずの賃金が､5万円にしかならないこともあ

る7)。キセッの労働条件は不安定である｡多くの若者が仕事を中途で辞めていくカミその理由の

ひとつは､仕事場で直面する抑圧的な日本文化にある｡異文化への強制的な適応は､沖縄の若

者の､移動に伴う孤独・疎外に拍車をかける｡彼．彼女らが､日本の就労環境に適応すること

は容易ではない。

日系人､沖縄人は､〔日本人の〕言葉がきついのと､歩くペース､仕事のペース〔の違い〕で、
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職場に馴染むのがむずかしいですね｡沖縄人は東京の言葉をきついと感じたり､仕事をとろ

いと捉えられるみたいで．．。そういう､ちょっとした一言が〔彼．彼女らを〕傷つけること

は多いです｡（日本への派遣業を行う会社の沖縄・離島生まれの面接官9月4日夕方､那覇

市内の会社）

こうした文化的抑圧に直面した沖縄人は､自らの文化を捨て､日本人に都合のいい沖縄文化

を身につけ同化をめざすか沖縄に帰り失業者となるかのいずれかを選択しなければならない8)。

日本への移動をよぎなくされる沖縄のヤンキーは､このような文化的抑圧からくる孤独や疎外

を経験するという点で､日本のヤンキーとは異なる境遇を生きている9)。

3．3地元つながり

ヤンキーたちは､活動をともにする仲間と｢いつもの場所(地元)」を介した共同意識を抱いて

いる｡彼．彼女らの多くは､携帯電話を持っているが､実際は､料金未納によって使用停止とな

っていたり､仲間うちのトラブルで沖縄から逃亡したり､鑑別所や少年院に入ったりなどで､携

帯電話で連絡を取りあうことができないことが多い｡そのため､彼。彼女らは､いつもの場所

(地元)に集まることでつながりを維持している。このような場所を介した仲間意識は､これま

で､いわば腐れ縁のようなものとして描かれてきた[瓜田1975:36-61]。たとえば､違法行為の

結果､警察に補導されたとする。そのとき彼．彼女らは､仲間の違法行為について黙秘する｡そ

れどころか､仲間の罪まで被ろうとする｡そこには､もし自分が仲間の立場であったらという想

像力が働いている。しかし､警察の激しい取調べにより､仲間のことを話してしまうこともある。

むしろそのことの方が多い｡少年・少女たちは黙秘を貫徹できず､自白してしまう｡仲間の自白

により捕まった者は､自白した仲間を非難する。しかし同時に､自分力捕まっても自白してしま

うことも十分知っている｡ここでは､自白する／しないのどちらが本当の仲間のつながりなのか、

ということはあまり重要ではなく、どちらの場合も､仲間に対する想像力が働いていること力邇

要となる｡たがいに裏切ったり裏切られたりする｡その都度､つながりの強弱や中断はあるが､そ

の過程で､仲間への想像力は変わることなく維持されている。その想像力が基盤にあるかぎり、

再び地元に帰ることによってつながりなおし､最終的にはく腐れ縁＞となっていく。

3．4知識・資源

沖縄のヤンキーは､学校や親から､生活のための知識や財を得ること力難しい｡彼．彼女らは、

学校で学習される言語ではなく､彼．彼女ら独自の｢うちな－ぐち(沖縄方言)」である､生活に

密着した言語により仲間とコミュニケーシヨンをとる｡そして､自分の体験や身近な友人の話

を糧に､生きるための知識を得ていく'0)｡そこでは､抽象的な他者ではなく､仲間によるつなが

り力垳動の基盤にあり､そこで､彼．彼女らの生活世界が作り上げられていく。その知識は体系

だったものではなく、また､必要な知識力泌要なときに得られるというような効率のよいもので

もない。

生活の用具は､個人が所有するものではなく､仲間と共有される。たとえば携帯電話がそれ

である｡料金不払いなどで携帯電話を使えない仲間は､友人の携帯電話力話躍する。タバコや
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酒代等も､そのときもっている仲間が差し出す｡警察の検問情報や仕事の情報も､仲間で回し

あう。地元のマクドナルドも､友人の店員に頼んで､深夜から早朝まで溜まり場や仮眠の場とし

て利用する。このように､彼．彼女らは､さまざまな生活資源を分かちあい､利用しあう。それは、

もたざる者がとりあえず生き延びる知恵・工夫としてある。ここに､生活資源を分かちあい､交

換しあうヤンキーたちの文化をみることができる。さらにそのことを､沖縄の暴走族に関する情

報サイトでのやりとりを通して確認しよう'1)。

昔はサイトとか無くても､追悼〔暴走〕とかイベントがあれば族どうしの口コミでギャラリ

ーはあつまってたのにねえ。ってかサイトでしか情報が分からん人は変なの～だろ。(匿名に

よる投稿11月5日）

〔暴走に関する情報を執勧に求める投稿に対して〕いつから族は､〔暴走に〕出るのに告知

しなきゃならんば？言われんくても出たいときに出るあんに？ギャラリーはギャラリーらし

く自分の足で探せばいいやし｡〔サイトの情報を〕ゆくし(嘘)とか言う前に､サイトを当てに

してるほう力鴇鹿だろ｡あと､確かな情報が回ってこないサイトギャラリーは､｢へんなの～」

じゃないかな？（しようもなによる投稿11月5日）

このように､暴走族についての情報は､サイトを通してまとめて分配されるものより､地元で

の口コミにより分配されるものの方が､より正確だといわれる｡つまり､彼．彼女らにとって､地

元の評判は､より大きな地域やメディアの評判より重要なものであり、よって地元につながりの

ない若者は｢へんなの－(部外者)」として扱われる。またヤンキーは､以前より､言語より身体を

用いてコミュニケーションすることで他者を了解し､物事を理解する傾向にあった[上之

1980：24,30;打越2008:33-6]｡彼．彼女らにとって､直接体験したものではない擬似現実と

しての言語は､生活に役立つ知識を教えるものではない｡暴走するためのバイクの技術も､暴走

して限界を知ったり､事故を繰り返したりするなかで学んでいく。人間関係も､現在の親友がか

つてのライバルだったということは珍しくない｡かつて殴り合った関係だからこそ､今は友だち

になれる。このように､彼．彼女らは､以前から現在にいたるまで変わることなく､仲間とのつな

がりを通して､資源を直接に交換し､そして分かちあって生き抜いてきた。

3．5暴走族とヤンキー

以上のことから､沖縄のヤンキーとは､学校や職場､ストリートから排除され､その境遇を地元

で生き抜くなかで固有の文化(経験､言語､ネットワーク）を形成している若者12)である｡彼・

彼女らは､社会の周辺に追いやられた結果､蓄積した憤憩を､暴走や見物行為によって表現する。

そして彼．彼女らは､他者によって支配された空間で支配者の資源を流用し､あえて非合法的

な方法で自らの存在を表現する。なぜなら彼．彼女らは､社会的に搾取．排除され続けてきた

ので､自らのものや言葉を所有しない｡よって､合法的な方法で自らの存在を表現することは難

しい。よって､そこには仲間とともになんとか生き抜くための戦術としてのヤンキー文化が形成

される。この文化は､社会変革へと導くようなものというより､最低限自らが生き抜くためのも
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のであるｶﾐその行為､思考はきわめて反抗的である｡以下では､この文化をできるだけ真筆に翻

訳し､そこでのせめぎあいを詳しく分析していこう。

また本稿に主に登場するのは､バイクを改造し､爆音を出しながら深夜の公道を集団で暴走

する暴走族である｡暴走族には少年が多いが､暴走行為を見物する若者には､2割から3割の少

女が含まれる｡彼女らの存在は､暴走族少年の活動に大きな影響を与えている13)｡彼・彼女ら

は､暴走行為を行わず､見物というかたちで暴走を支援する｡彼．彼女らは､暴走行為を煽って、

ともに騒いで楽しみたい若者たちであり、また日頃より警察に対抗心を抱いている若者たちで

ある。

4沖縄で何が起こっているのか

沖縄人の青年が日本の派遣先の就労契約違反に対して､異議申し立てを行ったこと力噺聞

で報道された[｢沖縄タイムス｣夕刊2007.5.26]。その記事で､沖縄のキセツの就労実態があきら

かにされた｡だがそれは､問題の氷山の一角に過ぎない｡本稿が対象とするヤンキーも日本への

キセツの経験を持つカミその就労実態は､記事とほとんどかわらない。しかし彼．彼女らには､そ

れは普通のことであり､今さら驚くようなことではないと思われている｡彼．彼女らは､｢うちな

ーんちゅ(沖縄人)」の先輩も同様の条件で働いてきたという話を聞いている｡彼．彼女らは、

雇用主に異議申し立てをするくらいなら､仕事をうまくやりこなす術を先輩に学んだ方がいい

と考える。日本のどこに条件のいい仕事があるのか､仕事をどうこなしたらいいのかは､彼．彼

女らにとって重要な情報である'4)。こうした情報のネットワークを手づるに､沖縄のヤンキーた

ちは､厳しい環境を生き抜いてきた｡そのなかで､彼．彼女らを支えてきたものこそ､仲間集団

における共同性であった'5)。それは､苛酷な労働のなかでやる気さえ失せたときに､友人と慰め

あうといった程度のもろい共同性でしかない。しかしヤンキーにとって､｢これといった理由も

なく」ただ居続けることができる場所は､重要なものである。ところが今日､そのような､ヤンキ

ーたちの駆け込み寺の役割を果たした共同性が変容し､解体されつつある。よって次に､仲間集

団が変容する過程をみていく。そのために､ヤンキーたちの仲間内のやりとり、それを通した

彼．彼女らの｢社会化｣に着目して､その過程を追いたい。というのも､その過程においてこそ、

仲間集団の共同性が変容し､解体されているからである。

5ヤンキーの社会化とシゴキ

ヤンキーたちは､学校や就労世界から排除されてきた｡他方､ヤンキーたちは､地域の青年会

や仕事の現場(建設業が多い)において､アイデンティティを獲得し､集団の成員として社会化

され､｢大人｣になってきた｡上間陽子は､沖縄の青年会におけるエイサーの伝統的実践が､飲酒

や喫煙などの逸脱行為を含みながらも､自己を表出する空間として機能していることを指摘し

た[上間2007:80]｡岸政彦も､ヤンキー少年が大阪の建築現場で建設労働者になっていく過程

を描いている[岸1996：44-5]。

しかし､このような地域でのつながりや仕事の現場での社会化も､今日の沖縄では成立しが
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たくなっている｡いま､それらの場所の質が変容しつつある+それは､そこでみられる｢暴力と社

鱈躍鵜鰄擬羅
会化の関係｣の変容にいちじるしい

が支配する排他的な場所であった。

礼力垳われる場所でもあった'6)｡つ

遜喜鱸憲職鯏言
しシゴキは､いまや､社会化を伴わないたんなる暴力とし

は､まず社会学における社会化の概念について確認する

蕊謹壹噸言享蝋毫蝋釜辮菫≦鯨蝋
個人力弛者との相互作用を通じて､自己を発達させ､+その社会(集団)に適合的な行動様

識溌職篝
式を獲得する過程｡社会の観点からみれば個人に社会（

どを習得させ､個人をその社会(集団)に適合的な存在に

らみれば､他者との相互作用を通じて､その社会(集団)I

｜過程である。[宮島2003：101］

この定義は､個人と社会の関係という視点から行われて咋る｡しかしそれは､社会化のダｲﾅ

下

な

フ

カ

が

8



会を形成することは他者とつながることであり､他者とつながるためには他者を侵すことは避

けられない｡そのため､社会ｲﾋの場面では､しばしば暴力などにより他者の領域を侵すというこ
とにもなる'8)｡|

6シゴキからリンチへ

地域の青年会と建築現場におけるシゴキはリンチに変容しつつある。そこにはネオリベが強

力に作用しているというのが､本稿の仮説である｡ではそれは､どのようにしておこっているの

だろうか。

6．1地元の青年団

沖縄舞踊のエイサーは､｢う,ちな－んちゅ」としての誇りを回復する機能をもつ｡またエイサー

は､上の世代からの伝統の伝達であるだけではなく､下の世代による伝統の創造を伴う挑戦の

実践でもある[上間2007:80-1]･沖縄北部の生まれで､南部の運送会社で働く拓哉(21歳)は、

次のように語る。

北部は〔南部と比べて〕もっと仕事がない｡今のところ〔南部の運送屋〕は給料いい｡[いく

らなの〕6,000円｡[だけど家から燃料入れて通ったり､弁当買ったりしてたら､4,000円くらい

しか残らんやん〕しかたないさ－､それでも他よりいいのに－．(拓哉7月9日深夜､国道58号

線沿いのブルーシール前駐車場）

〔地元の中学は〕あわなかった｡同窓会行くけど､おもしろくない｡上の世代ともおもしろく

ない｡シカトされたり､見てないふりしたりされる｡地元だと､先生､警察より先輩が怖い｡い

じめもあったし｡○○〔地元名〕の人は心が狭い｡考え方力勁い､幼稚｡ずっと根にもつし・・・
だから､ここ〔南部〕で働いているわけよ｡北部楽し<ない｡仕事ないし､沖縄嫌い｡人も嫌い。

〔地元でエイサーはしなかったの〕エイサーは強制だった｡エイサーも嫌｡〔練習に〕こなか

糊穂鰯雲て息のが~番嫌い｡'拓哉，川日深夜国ゞ
ったら､死なされる

58号線沿いの浦添

祐樹(17歳)は､地元のエイ|サー青年団に参加したｶﾐ行く度にボコボコに殴られたり､金銭を
要求されたりしたので､青年団を脱退した｡学校から排除され､不安定な仕事に就くしかないヤ

ンキーたちにとって､エイサーを行う青年会の異年齢階梯集団は､ヤンキーが主導権をとること

のできる希少な場所である。しかし今日､ネオリベによって､その価値世界を単一化・同質化さ

れ､ローカルな社会化の意味力剥奪されつつある｡青年会でアイデンティテイを獲得すること、

バイクでウイリーができるようになること､建築現場において仕事を任されることなどは､ヤン

キーたちが大人になるための重要な通過儀礼であった。しかし､ネオリベによって場所のローカ

ル性力消滅することで､多様な価値や地域での自立(大人になること)は､収入を得て経済的に
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自立することに特化されていく。エイサー青年会における社会化やアイデンテイテイの獲得は、

ローカルなものとして位置づけられ､見下げられ､その本来の意味を剥奪されつつある。こうし

て､新参者をシゴキを通して社会化し､矯正する必要もなくなるdその結果､上の世代の若者の

青年団における役割も薄らいでいく。シゴキは､元来もっていた機能を失い､新参者を排除する

リンチに変容し､上の世代の若者は､それによって自らの存在理由を確認するようになってい

く。

6．2建築現場

建築現場でも､ネオリベによる変化が生じている｡沖縄の建築現場で働き､その後日本で働い

た経験のある健太は､次のように語る。

半年間､建築現場でシゴかれた｡自分は負けず嫌いなんで､〔途中で辞めずに､自分をシゴ

いてたヤツらに〕最後には認めさせた｡上下関係が一番厳しいのが､沖縄◎現場で働いてたら、

ハンマーカ飛んでくるし､安全靴で蹴られる｡建築現場でのリンチはあたりまえ｡ヤンキーだ

った人なら､みんな知ってることよ､こんなの｡〔先輩が後輩をシゴく時に〕本気と手加減〔の

違い〕をわかればいいんじゃない｡(健太9月3日深夜国道58号線沿いの宜野湾市内のマ

ック内駐車場）

この語りから､沖縄の建築現場で暴力が蔓延していること､健太がそれを区別して捉えてい

ること力確認される。ネオリベが支配する今日、日本の公共投資によって沖縄の土木企業力潤

うことはなくなった｡徹底した合理化によって不要な公共投資はなくなり､工事契約時の談合

や収賄も消滅した｡建築現場の｢テーゲー(いい加減､適当)文化｣も解体されつつある｡現場に

おいて仕事をサボるためには､仕事仲間との共同性力泌要となる｡それは搾取に抗う部分でも

ある。しかしネオリベは､労働者を個別化し､相互に監視させる｡そのため､同輩に対して抜けが

けで働くこと力噴賛され､仕事の能率力穗い同輩力誹除されていく。使えない仲間は､同輩から

すれば給料泥棒となる｡彼を建築労働者として育てることはなくなった｡後輩が早く仕事がで

きるようにならないと､作業班に課せられたノルマをこなすことができず､自分の負担力邇<な

る。こうしてシゴキは､先輩による(給料泥棒の)後輩に対する慢性的なリンチとなっていく。

健太はこれを､建築現場の暴力には｢本気の暴力(リンチ)」と､｢手加減された暴力(シゴキ)」

と呼ぶ｡彼は､手加減された暴力は本気の暴力と異なるという感覚を､日々の建築現場で学ん

でいる｡彼は､自分に行われた暴力は手加減された暴力であり､最後には先輩を見返すほどの力

をつけたという。手加減された暴力は､伸ばし､正すための暴力である。これに対して､たんに相

手を脅すために行使される本気の暴力としてのリンチがある。そこに手加減はない｡健太には

その種の暴力を見たことはあるが受けた経験はない。しかし､2つの暴力を嗅ぎ分け､自分力覗

場で正されようとしているのか､不必要な労働力として排除されようとしているのかを判断す

ることは､死活のこととなる'9)。そこには､社会化装置と不可分の統合のための暴力としてのシ

ゴキと､たんに集団成員を物として扱い､使えない同輩を排除するための暴力としてのリンチが

ある｡建築現場にもエイサー青年団と同じく、リンチが､蔓延しつつある。
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6．3分析

では､エイサー青年団と建築現場におけるシゴキのリンチへの変容は､ネオリベとどのように

関係しているのだろうか。

ネオリベとは､｢あらゆるものが金融化され､資本蓄積の権力の中心力斬有者とその金融機関

に移り､資本のその他の部門力涜退すること」と定義される[Harvey2005=2007:28]。しかし

ネオリベの影響は､すでにみたように､経済領域に限られた現象ではない6ヤンキーたちは､地元

青年会や建築現場において厳しい日々を過ごさざるをえなくなっている。ネオリベは､すべての

生活領域を浸食していく力である。ネオリベは､搾取のために移民労働者に同化を迫る植民地

主義とは異なり､搾取に加えて､支配や搾取への対抗政治や､日常生活の癒しやガス抜きの場所

をも解体し､もって搾取と排除を強める20)oそして､その被害は､まずは持たざる者力鞁ること

になる｡ヤンキーたちは､搾取に対する最後の癒しの場､反抗の場であった砦の共同性を維持す

ることさえ､むずかしくなっている。

このように､ネオリベは万人に自由を認めない｡その搾取と排除は､社会の周辺部から進行す

る21)。ヤンキーたちは､学校や仕事の場で周辺的な位置にある｡沖縄の被植民地的な関係に規

定され､彼．彼女らは､自前の資源をもたず､自前の生活自立も容易でない｡ゆえに､やむなく希

少な資源を仲間と分かちあう方法で､あれこれの生活の問題にとりあえず対処してきた。しか

しそれは､一定限度内での搾取を想定した対処法であり､それをもって､際限なく搾取を進める

ネオリベに対処することは難しい｡ゆえに生活資源の蓄えのないヤンキーたちは､最初にストレ

ートな影響を被ることになる｡本稿では､その表れをシゴキからリンチへの変容にみてきた｡ネ

オリベは､地元・仲間集団や社会化を不要のものとし､それらがもつ人間的なリアリテイを消

失させる。もっぱら地元で生き､そこ以外に生活や関係をもたない彼．彼女らにとって､これは

致命傷ともいえる。そこには､つながるための暴力は消滅し､たんに排除するためのリンチへだ

けが残った｡こうして､ヤンキーたちがこれまで搾取になんとか対処してきた方法は､使いもの

にならなくなる。

7ネオリベヘの反抗

このようにネオリベは､ヤンキーたちの共同性を侵食しつつある｡しかしながら､それはいまだ

に侵食されきってはいない｡最後に､ネオリベの完全な貫徹を阻むものに着目することで､彼．

彼女らの生のダイナミズムを描くことにしよう。

元暴走族の祐二(20歳)は､建築現場で働く友人の紹介によって就労し､1年以上働いている

22)｡彼の賃金は月に25万円で､各種保険に加入し､有給休暇もある｡現役暴走族の栄太(23歳）

は､友人の父親の紹介で大工として働き､月に30万円以上稼ぎ､車もバイクも所有している。ま

た､現役で暴走活動を続けながら､仲間同士でバイク屋を立ち上げて､現在まで5年間にわたり

経営Lている暴走族もある。

彼らに共通するのは､仕事の紹介や起業の際に､地元の知り合いに助けてもらっている点で

ある｡彼らは､他のヤンキーたちと比べて特別に能力があるというわけではない｡彼らは幸運に
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も､知り合いを通して現職に就いている。これに対して､先にみた厳しい仕事に就くヤンキーた

ちは､求人誌やハローワークを通して仕事を得ていた｡祐二と栄太の事例はまれなものであり、

地元の知り合いを経たとしても､厳しい仕事に就くこともある｡厳しい仕事に就くか､比較的恵

まれた仕事に就くかは､偶然によるところが大きい。しかしこの偶然性を排除するものこそが、

ネオリベである。ネオリベは､資本にとって使えない人間が仕事に就くことを許さない｡ネオリ

ベは､すべての労働者を代替可能なものにし､労働力を流動化させ､搾取を効率化する。ところ

がヤンキーたちは､先輩や同輩との固定的な腐れ縁でつながりあうので､資本の力にとっては非

合理的な存在である。そして彼．彼女らのしがらみ(共同性)における偶然性や非合理性は、

彼．彼女らが代替や比較が不可能な存在であることを表している。

7．1偶然性

たとえば暴走族少年らはパトカーに公道で頻繁に追いかけられる｡ある少年は捕まり､他の

少年らは彼のおかげで逃走できる｡バイクの性能力悪かつたり､操縦技術が下手だったりして、

捕まる少年もいる。しかし､いったん白バイに追いかけられると､まず勝算がないことは､暴走族

少年ならだれも知っていることである｡つまり､白バイから逃げることができたとしても､それは

偶然にすぎないことを､彼らはよく知っている。たまたま､パトカーに目をつけられたバイクカ捕

まり､そうでないバイクが逃げられるだけである。しかし､逃げられた暴走族少年は､自分だから

こそ逃げられたのだと勘違いする23)｡この勘違いは､頭では偶然であることを知っていながらも、

身体を通して学んだ感覚や技術がそのことを認めたがらない｡彼らは､誰でも力捕まりえるなか

の一人として､つまり代替可能な存在として逃げられたにもかかわらず､真正な水準でそれを経

験し､また逃走後に地元に帰り仲間と語り合うことを通じて､その経験を代替不可能なものへ

と読み替える。なぜならその過程で､私には同じように見えるパトカーでも､少年らはどこの管

轄で何の車種で､また時には追走方法のくせから運転する警察官までをも把握しながら逃走す

る｡最初は警察も暴走族少年の誰でもいい誰かを捕まえようするｶﾐ徐々に具体的な少年を把

握しながら捕まえようとする。ここでは､警察白書のデータや､暴走族というカテゴリーによる

排除が､一人の少年が一人の警察官に理解される補導へと変容している。これこそ非真正な水

準における理解が､真正な水準のものへと変わった場面である｡そしてこれは､ヤンキーが経験

を語り合える地元でのつながりと､そこでの言語ではなく身体による物事の理解や社会化ゆえ

に､可能なことである。このようにみていくと､偶然性を生み出す地元でのつながりは､ネオリベ

が侵食を試みるものであると同時に､それを阻むものでもある。ネオリベが､代替と比較力可能

な存在としてヤンキーを労働市場から排除したのに対し､ヤンキーは､地元での共同性をもとに

して､自らが代替不可能な存在であることを確認する｡ヤンキーの共同性には､代替不可能な自

己を確認できる場面ｶﾐその他にも多数存在している24）．○

7．2非合理性

また､彼・彼女らの共同性における非合理性も､ネオリベが彼．彼女らを代替や比較するこ

とを阻むものである。地元における先輩や後輩とのつながり､そこでの仲間との多様な資源の共

有､そしてシゴキを介する社会化は､ある能力を所有する成員を､適宜に配置することや､成員
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が主体的に共同体やそこでの役割を選択することを前提としない｡たとえばバイクの操縦が

飛び抜けてうまい少年がいたとしよう。しかし､先輩と後輩の上下関係は､先輩によって一方的

に決められたすぐには理解しがたいルールカ垳使されることを通して守られる。この上下関係

や活動の制限は､暴走族やその活動の活発化や､バイク技術の習得という目的からすれば合理

的でないようにみえる。しかし他方で､このシステムは､ある時間と場所を共有し､多少のシゴキ

を我慢すれば労働市場における能力や､外見､出身､バイクの技術に関係なく､誰も力洗輩にな

れる制度である。ネオリベ的労働市場で代替可能な労働力として排除される少年も､ヤンキー

の共同体においては､誰でも力洗輩という地位を与えられ､先輩の風格を備えていく。より正確

には､誰も力洗輩としてシゴキあげられていく。つまり、目的とその実現のための手段といった

合理的な思考によるのでなく､現にある共同体の維持と再生産ｶﾐ至上の目的とされていく。そ

してその過程では､所有する能力によって新参者を選別し､それに満たない者を排除する暴力

のリンチではなく､能力の有無にかかわらず新参者を育てあげる社会化の過程で行使される暴

力のシゴキカ泌要であることを確認できる。こうしてヤンキーたちは､合理的な思考や行動を基

準としない社会化を通して､集団の成員になり先輩になっていく。彼．彼女らは､代替や比較が

可能な能力によってではなく､仲間とのつながりや実践の蓄積､そしてシゴキによって社会化さ

れることで､比較や代替が不可能な存在となっている。

7．3分析

上でみたように､偶然性や非合理性を特徴とするヤンキーの共同体では､成員は代替不可能

な存在であるため､ネオリベが侵食しにくいものであった｡ヤンキーたちは､そこでアイデンテイ

テイを獲得し､仲間とつながり､社会化をなし遂げる｡それらの人間の代替や比較の不可能性は、

人間が人間であるための最後の砦となるものでもある｡その意味で､先輩によって行われる、し

ばしば暴力を介する合理的とはいいがたい行動様式も､それ力漠正な水準で実施されている限

り､代替や比較が不可能な成員を再生産するものであることから､ネオリベに対する反抗の実

践とみなすことができるだろう。ひとし(19歳)の社会化の過程をおいながら､真正さの水準に

よって生じる看過できない違いを具体的にみていこう。彼には､風俗で働く彼女がいて､携帯電

話は彼女の名義で契約し､月に5万円の料金も支払ってもらっている｡彼は次のように語る。

〔交際中に〕内地へ働きに行く時に､アヤ〔彼女の仮名〕が引きとめようとするわけよ｡おれ

はセルシオ〔中古で50万円相当の車〕欲しいから〔働きに〕行くっていったら､そいつが｢行か

ないで､〔私が〕セルシオ買うから」っていうわけよ｡迷ったけど､なんかこのままだったら､や

ぱい感じがして買わさなかった｡〔そうなんだ｡危なっかしいけど､一線は超えないよね？〕だ

ってヤバイでしよ｡女に働かしてセルシオ買わすのは・・・エクスタシー〔合成麻薬の一種〕

とか5万くらいで売ってるけど､それはまずいよ｡かえれなくなるもん・・。（ひとし9月5日

深夜北谷市内ゲームセンター前）

このひとしの語りから､社会化とは､新参者が正しさやふさわしさの基準にそって､主体的に

社会への適応を選択するような過程というより､性々にして危なっかしさを含む真正な関係性
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における時間と場所の共有によって行われていることを確認できる｡彼．彼女らは､危なっか

しい先輩や仲間集団のもとで､時には間違えながら社会を生き抜く術を学んでいく。それは､ひ

とし力漣えてはいけない一線を社会化のなかで習得していく一方で､ネオリベは福祉政策など

の元来は効率性とは程遠い社会領域を容赦なしに侵食していることからも明らかである。

ネオリベは､あらゆるものを金融化し､資本を権力の中心に集中させることであった｡その過

程で労働力は､代替／比較可能なものとして流動的に扱われるようになる。それに続いて共同

体やそこにおける社会化のリアリテイをも､ネオリベは消滅させていった｡その結果､地元にの

み拠り所を有するヤンキーは､労働現場の共同性を解体され､孤立し相互に監視させられるこ

とになった。

このようなネオリベの理解に対し､本稿では､共同性こそがネオリベの侵食を阻むものでもあ

ることを具体的にみてきた｡それは､人間を労働力として代替可能なものとして扱うネオリベと、

ヤンキーの地元でのつながりや､シゴキによる社会化によって生じる成員の代替不可能性を参

照すれば明らかであった｡そして両者の違いは､原理的にはそれぞれの社会における人間のつな

がりの質､つまり真正さの水準の違いよって生じているといえるだろう。

8結
筆
調

本稿は､タイトルにあげた沖縄のあるヤンキー少年ｶﾐ沖縄的共同性でいかに生きているのか

を､ネオリベを分析概念にして考察した｡具体的にはネオリベによってヤンキーの共同体の社会

化で行使されていたシゴキがリンチへと変容しつつあることをみた｡そして､桃原が批判したイ

ンフォーマルな労働形態の隙間産業の創生さえもが､現在の沖縄では成立困難となりつつある

ことを示した｡桃原の批判に日本(人)が応える前に､沖縄はネオリベの影響によって､より深刻

な状況に変容しつつある。このように植民地主義とネオリベは､現在の沖縄において密接に関

連して存在している｡ただネオリベは､植民地主義を強力に補助しているのであって､ネオリベ

の趨勢力職力になった今でさえ､その基盤には植民地主義力職固に存在している。

そして本稿では､ヤンキー少年が生活資源を分かち合い､それを直接に交換し合っているこ

と､彼．彼女らの実践や関係が地元で構築されることによって､ネオリベの影響を最初にかつ

直接に受けやすいことを指摘した。しかしそうだとすれば､資源を多く蓄積し､地元以外にも多

くの生活拠点をもつことによって､ネオリベに反抗することは可能だろうか｡そうではなかろう。

ネオリベは際限なく人間の生活領域を侵食するものであり､ゆえに資源や生活拠点の蓄積は、

問題の先延ばしにしかならない｡そうではなく､根本的には真正な水準に基づく共同性こそが、

ネオリベに対する反抗を可能にするものではなかろうか。

最後に､ここまでの議論は､日本(人)にとっていかなる意味があり､何ができるのであろうか。

私は本稿の議論にそって､以下のように考える｡沖縄に対する不平等な関係を知った日本人が

やるべきことは､沖縄を搾取し続ける日本人共同体を提造することではなく、日本人との真正

な水準にある共同性を新たに想像し､沖縄(人)と平等を実現することである｡つまり、日本人

が､利益を受け続けるために知りもしない誰かと日本人であるという理由のみでつながるので

はなく､沖縄から不当に利益を得る日本人に憤り、また植民者であることを反省し､自らの植民
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者性の解体をともに試みる共同性をつくりあげること､これらこそを日本人はやるべきではな

いだろうか。

[注］

1）ヤンキーたちは生活する｢地域｣を｢地元」と呼ぶ｡先行研究にも｢地元｣をめぐる議論がある[新谷

2002：162-5]。これらの事情に照らして､本稿も｢地元｣と表記する。

2）沖縄人は､日本人とは歴史的／文化的に異なる背景があること。また本稿では､日本人による沖縄

人への植民地的な関係に焦点を合わせるため､野村浩也にならい沖縄人と表記する[野村2005：

17]。

3）本文中に表記する日付は､すべて2007年のものである。よって月日のみを記す。

4）ただ実際には､良太のように冤罪であると逆らい続けるより､少しでも早く留置所を出ようとして

妥協する場合が多い｡彼．彼女らは､警察や社会に不信感を抱いてはいるが､警察や社会にあから

さまに歯向かうのでなく､少しでもよりよい状況に調整し､最悪の事態を避けようとする。

5）「〔沖縄は平日も暴走族がアツい(活発)ですよねえ､あれは次の日休みだからするわけですか？〕走

ってるヤツは､だいたい働いてないよ。(聡史19歳10月19日深夜､国道58号線沿いの宜野湾市

内マック内駐車場)」これ以外の典型的な事例として､キセツ(後述)から帰ってきて暴走する場合

がある。また、暴走を繰り返し､譽察に捕まりそうな少年にとっては､数ヶ月間沖縄から逃亡し､日

本で働くという方法もある｡調査でも､翌日からキセツなので当晩は派手に暴走するという事例や、

キセツから帰って派手に暴走するという事例が､いくつ力確認された。

6）季節労働とは､北海道や東北地方の農民が仕事のない冬季に都会へ出稼ぎに出ることを指すこと

が多かった｡今日の沖縄のヤンキーは､慢性的な失業状態ゆえに､季節によらず年間を通して日本

で働くことになっている｡彼・彼女らは､その就労形態を｢キセツ」と呼んでいる。

7）隼人(16歳9月3日深夜､国道58号線沿いの宜野湾市内マツク内駐車場)の情報。

8）沖縄人労働者は､キセツ先でのリスクを､友人たちと同じ派遣先の同じ勤務時間に仕事に就くこ

とで回避しようとする。しかし､友人とトラブルを起こし､契約満了前に沖縄へ帰る場合が多い(前

掲の面接官の話)。この場合の友人とのつながりは､厳しい環境の中で助けあうものではなく､逆に、

厳しい環境をより厳しいものにしている。キセツ先では､仕事のガス抜きも困難であり､親密な関係

性も容易に解体するような､人間関係の軋礫がある◎このようなキセツ先の問題も、さらに分析す

る必要がある。

9）厳しさを比較することには意味がない｡ここで言いたいのは､厳しさの背景が異なるということ､そ

のため厳しさの質も異なるということである。

10）「〔良太たちと沖縄の暴走族のチーム名を整理する場面で〕〔学校の勉強みたいに､覚えるわけじゃ

ないよね〕暴走族の名前を覚えるのは､友だちの友だちが〔暴走族に〕入ってたり､〔暴走行為を〕実

際みたりで覚えた｡」(良太11月28日国道58号線沿いの浦添市内ローソン前駐車場）

11）これは､｢中部狂走連盟」というウェブサイトの情報掲示板での書き込みである。なお､このサイト

は､携帯電話会社ドコモの携帯電話からのみ閲覧することができる[作成者不明2007]。

12）ここで､若者とはどのような存在なのか､若者であることでどのような固有の生きづらさがあるのか

ということも､考察に値する重要な課題である。
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13)「ギャラリーがいないとやる気がしない､女がいないとやらないよ｡男に見せるためにやってない､女

に見せるためよ(笑)｡」(元暴走族の良人先輩25歳11月28日深夜国道58号線沿いの浦添市

内ローソン前駐車場)｢スピードには魅力はない｡(中略)警察との駆け引き力澗白いんじゃない？

あとギャラリーに見られたりがおもしろいのに．．。」(元暴走族の幸成先輩11月6日深夜国

道58号線沿いの浦添市内ローソン前駐車場)この日､この先輩たちは警察に電話で通報し､後輩た

ちの暴走行為を盛り上げようとした｡彼らにとって､抽象的な世界ではなく、自ら力嘱する共同体

で有名になることにリアリテイがある｡彼・彼女らは､地元を介してつながっており､その共同体で

名前を上げるか下げるかこそが､重要な問題となる。

14）ヤンキーたちは､たとえば横浜の鶴見には仕事があるということ､そこには沖縄ダウンもあり沖縄人

がたくさんいること､しかし､そこでの生活には厳しいこともあるということを先輩から学んでいる。

鶴見には､沖縄人お断りという居酒屋さえあるという。

15）高い自殺率にもみられるように､日本での労働に耐え切れずに命さえ奪われた沖縄人の若者も少

なくない｡同郷人のネットワークは､沖縄人にとって最後の生き抜き手段となっているが､それにさ

え入れない人たちのなかには､死ぬ(殺される）しかなかった人もいることを､忘れてはならない。

16)これは､岸力輔いた建設現場の様子からも確認できる｡建築労働者になることでアイデンティティ

を獲得する少年がいる一方で､だれもが建築労働者となることはできず､ダメなヤツはそこから排

除されていく。建築現場は､新参者に対して排他的である｡ただしここで､次のこと力確認されなけ

ればならない｡岸力輔く排他性とは､建築現場でひとり前になるためのテスト期間における排他性、

つまり現場に包摂するための排他性である。それは､これからみるリンチ､つまり最初から排除する

ための排他性とは､目的も機能も異なる｡包摂のための排他性には､新参者を包摂するかどうかを

見極めるための試行期間が与えられているが､排除のための排他性にはそれがない。

17)むしろ､この葛藤が十分になされさえすれば引き受ける文化の中身の方はそれほど重要な問題で

はないのかもしれない。

18）もちろん暴力というかたちをとらない､言語による社会化もある｡ヤンキーたちは､言語によって仲

間とつながることがしばしば難しく､そこにシゴキが介在する｡それｶﾐ彼．彼女らの社会化の過程

を蔽っていく。

19)ただし健太が､排除の暴力として振るわれたリンチをシゴキと認識している可能性もある｡だがた

とえそうだとしても､建築現場に暴力力這延しており､それはシゴキからリンチへ変容しつつある

という本稿の解釈は変わるものでない。

20）苛酷な労働には､この他､(被曝者手帳を要する)原子力発電所での仕事､建築会社でのピンハネ、

中学生のキセツ斡旋等がある｡保護されていた子どもでさえ､ネオリベはものとして扱い､使えない

なら容赦なく排除していく。

21）「ネオリベラル国家の基本的使命とは､『ビジネスに好適な環境』を作りだし､雇用や社会的福祉へ

の影響は二の次にして､資本蓄積の条件を最適とすること､これにつきる｡」[Harvey2005=2007:

28］

22）沖縄のヤンキーたちにとって､1年以上働き続けることは至難のことである｡そうではなく､一定期

間働いて(働くことができて)､失業保険をもらうという働き方が一般的である｡働くことができる

のは長くて半年で､失業してすぐに就ける仕事はない｡そのような非正規就労ｶﾐ彼．彼女らの就
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労環境の常態となっている。しかも2007年10月の法改正によって､失業保険を取得する条件はよ

り厳しく､取得できる額はより少なくなった。

23）これは､調査のなかで筆者も経験したことである｡パトカーに追走された力捕まらなかった時､たん

なる偶然でしかない出来事を､私だから危機を逃れられたと勘違いしたものである。

24）先で挙げた警察から逃げた事例とは逆に､運悪く捕まった場合であったとしても､なぜこの俺だけ

力捕まったのかと問うという意味では､代替や比較の不可能性を表現している。また事故に巻き込

まれそうになったがなんとか回避できた時､もしくは事故にあってもそれ力弛元で語り継がれてい

くことからも同様である。
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【欧文要約】
，

IhateOkinawacoznojobhere,andOkinawan,too:OkinawanYankees

communitarityandneo-liberalism

UCHIKOSHLMasayuki

TbkyoMe血叩olitanMIiveIMy

karp@mail.goo.ne.jp

Inthisessay,IanalyzedOkinawancommunitaritywhichOkinawanyouthfOrmedintheir

hometownandworkingsociety,anddescribedapartofexclusionincontempOrarysociety.Main

objectinthisessayisYankees,includingBoso-zoku,whohavedroppedoutfromjuniorhigh

schOolorhighschoolandnowtakeunstablejob.YankeesareunderclassyouthSwhohavebaseof

lifeintheirhometownanddirectlysharevariousresourceswiththeirmembers.Iadvanced

discussionaboutsocializationinvolvingharshtrainingsinYankeescommunitarity,asconcrete

examplewhichweredirectlysharedandtakenovertheresources,bysettingoutanalyzingconcept,

neo-liberalism・InyouthcentersofEisaa,thesocializationcannotworkwellbecauseof呵ecting

localizationbyneo-liberalism,andinbuildingsites,eachworkerbecameindividualizedand

communitarityarebeingbrokendown,Iconfinned・Asaresult,harshtrainingassocialization,

whiChbringsupnewmembersinthecommunity,wasendinguplynchingfbrjustexclusionto

them.Neo-liberalismvigorouslypushedfOrwardeconomicalexploitation,andintheendbrokeinto

Yankeescommunitarity.Andfirstofall,itexploitedmarginalyouthslikeYankees.Moreover

analyzingindetailcommunitarityinwhichexploitation,exclusionandrebellionarefiercely

competing,neo-liberalismexploitandexcludeYankeesassubstitutablelaborpower,whereas

YankeescOmmunityandpracticesinitreproducenon-substitutablemembersbecausethey

generatedcontingencyandirrationality・UltimatelylarguedforJapanandJapanesewhat

significancethesediscussionshad.

Keywords:yankees,Ohnawa,neo-liberalism
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